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⼝座情報を登録します ３

IB連携オプションに入出金明細を取り込むインターネットバンキング 
の口座と認証情報を登録します。 

インターネットバンキングサービスにログインするための｢利用登録｣を
行います。 

利⽤登録をします  ２

利用登録が完了したら、引き続き｢③口座情報を登録します｣へお進みくださ
い。 

1 
｢金融機関･口座一覧｣画面では取引金融機関の設定をします。 
画面右上の[追加]ボタンをクリックまたは、<新規追加>行をダブル 
クリックします。 

２ 
「金融機関種類」の▼をクリックし、明細を取得する金融機関の種類
を選択します。 

２ 
[オンラインアップデート]画面(図：ア)が表示された場合は［今すぐ 
アップデートチェックを行う］ボタンをクリックし、画面の指示に 
従ってインストールします。 
※｢最新のバージョンがインストールされています。｣(図：イ)が表示される場合 

は、[OK]をクリックし、手順３へお進みください。 

ア 
イ 

３ 
[確認]画面が表示されます。［はい］ボタンをクリックします。 

４ 
[オンライン 取込み ログイン]画面が表示されます。［新規利用登録］ 
ボタンをクリックします。 

５ 
[パスワードを⾒ながら⼊⼒する]にチェックを付け[メールアドレス] 
[パスワード]を⼊⼒後、画⾯下の［登録］をクリックします。 

 
メールアドレス： 
普段ご利⽤のメールアドレスを設定します。 
[使⽤可能⽂字] 
「半角英数字」「＠（アットマーク）」 
「．（ドット）」「－（ハイフン）」「_（下線）」
 
パスワード： 
8〜15 ⽂字の「半角英数字」で設定します。 
 
パスワード確認： 
パスワードに設定した⽂字列を再⼊⼒します。
 

７ 
[オンライン 取込み ログイン]画面に戻ります。手順５で設定した 
｢メールアドレス｣と｢パスワード｣が設定されていることを確認し、 
画面下の[ログイン]ボタンをクリックします。 

取引金融機関ごとに定められた認証情報を｢金融機関認証情報入力｣ 
へ入力後、画面下の[設定]ボタンをクリックします。 ４ 

※選択した取引金融機関ごとに 

設定する認証情報内容は異なり 

ます。 

入出金明細を取得する口座を選択し、画面左下の[選択]ボタンを 
クリックします。 ５ 

口座が複数ある場合は、複数選択

できます。 

明細を取得する｢金融機関(図：ア)｣と｢サービス(図：イ)｣名を選択し、
画面下の[選択]ボタンをクリックします(図：ウ)。 ３ 

ウ 

ア イ 

口座情報の登録が完了したら、引き続き｢④入出金明細を取り込みます｣へ 
お進みください。 

｢口座情報を登録しました。｣のメッセージが表示されたら[ＯＫ]ボタ
ンをクリックします。 ６ 

明細を取得する取引金融機関が複数ある場合は、上記 1～6を繰り 
返し行います。 
登録が完了したら画面下の[閉じる]ボタンをクリックします。 

７ 

６ 
[確認]画面(図：ア)が表示されます。設定したメールアドレスが表示 
されていることを確認し［はい］ボタンをクリックします。 
[情報]画面(図：イ)が表示されたら、利用者登録は完了です。 
[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

ア イ 

1 
デスクトップ上に作成された｢IB 連携オプション｣の起動アイコンを 
ダブルクリックし、製品を起動します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢③口座情報を登録します｣で登録した取引金融機関より、指定した期 
間の入出金明細を IB 連携オプションへ一括で取り込み、会計製品へ仕 
訳登録します。 
※入出金明細は金融機関によって照会期間の制約がある場合があり、その期間を超 

えてしまった明細は取り込めませんので、定期的(１ヶ月に１回程度)の割合で、 

入出金明細を照会し、会計製品への登録をお勧め致します。 

⼊出⾦明細を取り込みます  ４

メッセージが表示されますので[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
３ 

４ 
取り込み対象データが表示されていることを確認し、画面下の 
[はい]ボタンをクリックします。 

５ 
設定した取引口座の入出金明細をまとめて取り込みます。 
取り込み対象期間を[照会期間]へ入力(図：ア)し、[実行]ボタンを 
クリックします(図：イ)。 

ア 
イ 

６ 
選択した取り込み期間に該当する取引内容が画面に表示されます。 
内容を確認し、画面右の[取込実行]ボタンをクリックします。 

仕訳として取り込む入出金明細は｢選択｣欄にチェックを付けます。 
※取り込み不要な入出金明細は｢選択｣欄のチェックを外します。 ９ 

<仕訳として取り込む場合> <仕訳として取り込まない場合> 

［仕訳を登録する］をクリックします。 
１０ 

確認メッセージが表示されます。[はい]をクリックすると会計製品 
へ仕訳が登録されます。 １２ 

｢仕訳登録先｣｢仕訳条件｣を確認し[実行]ボタンをクリックます。 
１１ 

｢情報｣画面が表示されたら、[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
１３ 

ＩＢ連携オプションを終了し、会計製品に入出金明細が登録されていること
を確認します。 
 

７ 
メイン画面が表示されます。 
取り込んだインターネットバンキングサービス側の勘定科目を｢金融 
機関側科目｣欄に指定します。 
※選択した勘定科目が補助科目管理している場合は｢補助科目｣を、部門管理を 

している場合は｢部門｣もあわせて選択します。 

８ 
入出金明細ごとに相手科目に該当する｢勘定科目｣｢補助科目｣｢部門｣
｢摘要｣を選択します。 
ここで設定した｢勘定科目｣｢補助科目｣｢部門｣｢摘要｣を使用し、会計製
品へ仕訳として取り込まれます。 

※明細を取得する取引金融機関が複数ある場合は、｢入出金明細取込み(④-６)｣画面 
またはメイン画面の｢金融機関・口座｣の▼より取引金融機関を切り替えてご覧いただ 
けます。 

１ 
｢連携設定｣画面では入出金明細を取り込む会計データを選択します。 
「製品」の▼をクリックし、対象製品を選択します。 

２ 
[データ選択]ボタンをクリック(図：ア)し、取り込み対象データを 
選択(図：イ)後、画面下の[選択]ボタンをクリックします(図：ウ)。 
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イ 
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インターネットバンキングサービス等から入出金明細を取り込み、
[使用摘要科目辞書設定]ボタンをクリックします。 １ 

≪次回利用時の動作について≫ 
次回入出金明細を取り込む場合は、下記の手順で行います。 

 

①ＩＢ連携オプションを起動後、メイン画面左上の[入出金明細取込み]ボタンを 

クリックします。 

②｢オンライン 取込み ログイン｣画面より｢ログイン｣します。 

③｢照会期間入力(④-５)｣画面が表示されます。取り込み対象期間を[照会期間]へ入力 

し入出金明細を取り込みます。 

④会計製品へ仕訳を登録します。 

＜便利機能紹介＞ ｢摘要科目辞書｣の登録でかんたん仕訳登録！ 

よく使う取引内容とそれに関連する勘定科目等をあらかじめ「摘要科目 
辞書」として登録しておくことで、次回から入出金明細を取り込む際に 
取引内容に該当する勘定科目等を「摘要科目辞書」からマッチングし、 
自動的に設定することができます。 

｢摘要科目辞書名｣にインターネットバンキングサービス名等、摘要科
目辞書名を全角１０文字以内で設定し[登録]ボタンをクリックしま
す。 

２ 

｢青字｣で表示されている取引内容について｢検索方法｣｢入出金｣「勘 
定科目」「補助科目」「部門」等を設定します。 
※｢青字｣の取引内容は｢摘要登録候補｣です。

３ 

(ウ) 取引内容ごとに、｢検索方法｣｢入出金｣で設定した内容に合致 
した場合、どの科目を設定するのかを｢勘定科目｣｢補助科目｣ 
｢部門｣に設定します。 

(エ) 会計製品に登録する際の｢摘要文｣を指定します。 

金融機関からの入出金明細の｢取引内容｣の文字列をそのまま仕訳の
摘要文として使用する場合はチェックを付けたままにします。 

任意の文字列を仕訳の摘要として使用する場合はチェックを外し、任
意の文字列を全角１０文字以内で設定することができます。 

(オ) 特定の辞書項目に一致した入出金明細を会計製品に仕訳として 
登録したくない場合は、｢操作｣の▼をクリックし｢除外｣を選択 
することで、会計製品へ仕訳として登録される対象から除外す 
ることができます。 

(イ) 取引内容ごとにその取引の「入出金」状況を設定します。 

 
入出金： 
その取引が｢入金｣｢出金｣両方で使用される場合に選択します。 
 
入金： 
その取引が｢入金のみの取引｣で使用される場合に選択します。 
 
出金： 
その取引が｢出金のみの取引｣で使用される場合に選択します。 

 
事業用の通帳から家計用の支払いが含まれている場合で、家計
用の取引内容については会計製品に仕訳を登録しない場合、
｢除外｣を選択します。 

※「除外」を選択した「取引内容」については会計製品へ仕訳を登録しな 
 いため、通帳残高と会計製品の口座科目の残高は一致しなくなりますの 
で、ご注意ください。 

(ア) 取引内容ごとに摘要科目辞書のマッチング方法を｢検索方法｣に 
設定します。 

 
完全一致： 
｢摘要科目辞書設定｣の｢取引内容｣に登録されている文字列
と完全一致する入出金明細がある場合、指定した｢勘定科
目｣｢補助科目｣｢部門｣を自動設定します。 
 
部分一致： 
｢摘要科目辞書設定｣の｢取引内容｣に登録されている文字列
が含まれる入出金明細がある場合、指定した｢勘定科目｣｢補
助科目｣｢部門｣を自動設定します。 

(ア)[勘定科目が設定済みの明細も含め、辞書の内容を反映する] 
メイン画面で既に取引内容に該当する勘定科目を設定してある 
場合も再度マッチングを行い、取引内容が一致する辞書の内容に
自動設定し直します。 

一 致 

摘要科目辞書設定で設定した「勘定科目」「補助科目」
「部門」「摘要」が設定されます。 

▲メイン画面 

▲摘要科目辞書設定画面 

(ウ)[辞書の内容を反映しない] 
設定した｢摘要科目辞書設定｣の内容だけを更新し、メイン画面 
の入出金明細とのマッチングを行いません。 

(イ)[勘定科目が未設定の明細に対して、辞書の内容を反映する] 
メイン画面の入出金明細の内、勘定科目が設定されていない明 
細を対象に、取引内容が一致した辞書の内容を反映(自動設定) 
します。 

▲摘要科目辞書設定画面 
一 致 

▲メイン画面 

勘定科目が設定されていない 
入出金明細を対象にマッチング 

摘要科目辞書設定で設定した「勘定科目」「補助科目」
「部門」「摘要」が設定されます。 

画面下の[閉じる]ボタンをクリックすると、｢摘要科目辞書設定  
反映確認｣画面が表示されます。 ４ 

イ 
ア 

ウ 


